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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第103期
第１四半期
連結累計期間

第104期
第１四半期
連結累計期間

第103期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 97,145 99,708 395,977

経常利益 (百万円) 5,240 4,988 18,263

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,781 2,716 9,097

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,576 2,830 9,135

純資産額 (百万円) 107,833 114,153 113,880

総資産額 (百万円) 295,915 315,521 309,484

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.96 8.75 29.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.7 35.3 36.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業内容について重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧州債務危機が深刻化したことで実体経済にも悪影

響が波及しました。米国の景況感にも陰りが見えはじめ、中国では内需主導の経済成長が維持されている

ものの拡大基調にブレーキが掛かってきており、その他新興国でも減速感を強めております。日本国内で

は震災復興関連の需要などを背景に設備投資に緩やかな持ち直しの動きもみられますが、夏場の電力不

足も懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

このような経済情勢下、当社連結グループにおいては、物流事業分野では新規３ＰＬ作業を中心に売上

拡大に取り組みましたが、円高などの影響からお客様の取扱量が減少するなどの状況が続き収益面では

厳しい結果となりました。また、国際物流の一部取引について取引の内容を変更したこともあり、事業全

体の売上が前年同四半期比で減少しております。一方、機工事業分野ではグローバル化の推進やお客様設

備の大型改修工事が完成するなど工事量が前年同四半期比で増加しました。

かかる事業環境に対して、当社連結グループは競争力のあるコスト構造を創り出すこと、売上拡大を図

ることで収益を生み出せる体質の強化を推進しております。競争力強化のために原価率の低減と間接経

費の削減を引き続き推進することで、更なる収益体質の強化に取り組んでおります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は997億8百万円と前年同四半期比2.6％の増収

となりました。また、利益面においては営業利益が48億61百万円と2.1％、経常利益は49億88百万円と

4.8％、四半期純利益は27億16百万円と2.3％のそれぞれ減益となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 物流事業

物流事業は、前第４四半期に取引先の中国船社が日本への運航サービスを停止した影響でコンテナ

取扱量の減少が続いているなど、港湾物流は前年同四半期水準まで回復するに至りませんでした。ま

た、国際物流は前年同四半期に作業開始した家電関連のお客様の調達代行業務についての取引の内容

を変更したことで減収となりましたが、その影響を除くと連結子会社となった上海経貿山九儲運有限

公司など東アジアを中心に全体の取扱量が増加しました。３ＰＬ作業は新規作業の取り込みもあり前

年同四半期比で取扱量が増加しましたが、円高などの影響でお客様の生産量・販売量が減少するなど

取扱量が不足しており収益面では厳しい状況となっております。鉄鋼、石油・石化関連などのお客様の

構内では、前年同四半期は震災の影響などで生産量や販売量が調整されたこともあって作業量が減少

しましたが、当第１四半期連結累計期間は震災の影響からの回復があるものの設備トラブルにより生

産が停止したお客様もあり影響がでております。
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売上高は533億95百万円と前年同四半期比1.1％の減収、セグメント利益（営業利益）は６億79百万

円と前年同四半期比39.3％の減益となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間の売上高に占める割合は53.6％であります。

　

② 機工事業

機工事業は、国内では前年同四半期は震災の影響で３月完成予定の時期ずれによる計上やお客様設

備が震災を受けたことによる緊急対応の工事を行ったことなどで工事量が膨らみましたが、当第１四

半期連結累計期間は鉄鋼のお客様の高炉改修など大型設備工事が完成したことや震災復旧などの工事

の進行計上もあり、設備工事は前年同四半期を上回る工事量となりました。保全作業はお客様の設備を

安定操業させる為の需要が高く、ＳＤＭ(大型定期修理工事）などの完成件数が増加しましたが、保全

規模が小さかった案件が多かったこともあり前年同四半期を若干下回る工事量となりました。一方、海

外では連結子会社となった上海山九設備安装工程有限公司などの影響により東アジアの工事量が増加

しました。

売上高は414億円と前年同四半期比7.7％の増収、セグメント利益（営業利益）は38億12百万円と前

年同四半期比6.6％の増益となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間の売上高に占める割合は41.5％であります。

　

③ その他

その他は、高炉改修工事や震災復旧対応などで機材の賃貸が増加しました。

売上高は49億11百万円と前年同四半期比4.2％の増収、セグメント利益（営業利益）は２億77百万円

と前年同四半期比25.4％の増益となりました。　

なお、当第１四半期連結累計期間の売上高に占める割合は4.9％であります。

　

(2) 財政状態の分析

① 流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,450億92百万円であり、前連結会計年度末に比べ

40億21百万円と2.9％増加しました。主な要因は、売上の増加に伴う受取手形及び売掛金の増加等によ

るものです。

　

② 固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は1,704億29百万円であり、前連結会計年度末に比べ

20億15百万円と1.2％増加しました。主な要因は、設備投資による有形固定資産の増加等によるもので

す。

　

③ 流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,292億60百万円であり、前連結会計年度末に比べ

77億８百万円と6.3％増加しました。主な要因は、賞与、納税資金等の対応によるコマーシャル・ペー

パーの増加等によるものです。
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④ 固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は721億７百万円であり、前連結会計年度末に比べ19

億44百万円と2.6％減少しました。主な要因は、約定弁済による長期借入金の減少等によるものです。

　

⑤ 純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,141億53百万円であり、前連結会計年度末に比べ２

億73百万円と0.2％増加しました。主な要因は、株式市場の低迷によるその他有価証券評価差額金の減

少、円安による為替換算調整勘定の増加等の差によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末を0.7ポイント下回る35.3％と

なっております。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社連結グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000,000

計 1,000,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 326,078,030326,078,030
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数は、1,000株で
あります。

計 326,078,030326,078,030― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年４月１日
　～平成24年６月30日

― 326,078 ― 28,619 ― 11,936
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成24年３月31日の株主名簿により記載をしており

ます。

　

① 【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　 　15,082,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式　    1,839,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　  306,172,000306,172 ―

単元未満株式 普通株式　　  2,985,030― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 326,078,030― ―

総株主の議決権 ― 306,172 ―

(注)１．　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれ

ております。

２．　「単元未満株式」欄には、自己保有株式および相互保有株式が次のとおり含まれております。

当社 462株

山九重機工㈱ 900株

　

② 【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

当社
北九州市門司区港町
６－７

15,082,000― 15,082,000 4.62

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

山九重機工㈱
川崎市川崎区塩浜
４－13－１

1,839,000 ― 1,839,000 0.56

計 ― 16,921,000― 16,921,000 5.18

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権２個)あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,471 16,572

受取手形及び売掛金 ※１
 105,642

※１
 108,895

有価証券 1,851 1,712

未成作業支出金 2,256 4,039

その他のたな卸資産 1,313 1,371

その他 8,584 12,550

貸倒引当金 △49 △50

流動資産合計 141,070 145,092

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 52,218 51,946

土地 48,735 48,960

その他（純額） 20,305 23,547

有形固定資産合計 121,258 124,455

無形固定資産

のれん 1,893 1,796

その他 6,605 6,703

無形固定資産合計 8,498 8,499

投資その他の資産

投資有価証券 18,104 16,632

その他 21,882 22,177

貸倒引当金 △1,330 △1,335

投資その他の資産合計 38,656 37,474

固定資産合計 168,413 170,429

資産合計 309,484 315,521
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 57,663

※１
 57,970

短期借入金 36,184 29,292

コマーシャル・ペーパー － 16,000

未払法人税等 4,626 2,412

未成作業受入金 308 541

その他 22,768 23,043

流動負債合計 121,551 129,260

固定負債

長期借入金 26,406 25,005

退職給付引当金 33,321 32,651

その他 14,324 14,449

固定負債合計 74,051 72,107

負債合計 195,603 201,367

純資産の部

株主資本

資本金 28,619 28,619

資本剰余金 11,943 11,943

利益剰余金 80,643 80,700

自己株式 △5,713 △5,714

株主資本合計 115,493 115,550

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,781 2,410

繰延ヘッジ損益 △254 △263

土地再評価差額金 △1,755 △1,755

為替換算調整勘定 △5,774 △4,508

その他の包括利益累計額合計 △4,002 △4,116

少数株主持分 2,388 2,719

純資産合計 113,880 114,153

負債純資産合計 309,484 315,521
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 97,145 99,708

売上原価 89,378 91,774

売上総利益 7,766 7,933

販売費及び一般管理費 2,800 3,072

営業利益 4,965 4,861

営業外収益

受取利息 107 109

受取配当金 361 256

その他 378 234

営業外収益合計 847 601

営業外費用

支払利息 228 243

為替差損 68 105

その他 274 125

営業外費用合計 571 474

経常利益 5,240 4,988

税金等調整前四半期純利益 5,240 4,988

法人税等 2,406 2,179

少数株主損益調整前四半期純利益 2,834 2,808

少数株主利益 52 91

四半期純利益 2,781 2,716
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 【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,834 2,808

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28 △1,369

繰延ヘッジ損益 △4 △8

為替換算調整勘定 767 1,401

持分法適用会社に対する持分相当額 7 △1

その他の包括利益合計 742 22

四半期包括利益 3,576 2,830

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,464 2,602

少数株主に係る四半期包括利益 112 227
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これに伴う当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日  至　平成24年６月30日)

税金費用の計算

 
 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１．偶発債務

連結会社以外の会社の銀行借入金等に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

　
当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

夢洲コンテナターミナル㈱ 1,438百万円　 夢洲コンテナターミナル㈱ 1,438百万円

㈱ワールド流通センター 572  〃　 ㈱ワールド流通センター 545  〃

従業員(住宅貸付) 463  〃　 従業員(住宅貸付) 452  〃

小倉国際流通センター㈱ 270  〃　 小倉国際流通センター㈱ 257  〃

その他(10社) 252  〃　 その他(９社) 236  〃

計 2,997百万円　 計 2,930百万円
　

　小倉国際流通センター㈱への保証270百万円
については、その60％を鶴丸海運㈱および山田
港運倉庫㈱が保証しているため、実質の保証額
は40％相当額の108百万円であります。

　

　小倉国際流通センター㈱への保証257百万円
については、その60％を鶴丸海運㈱および山田
港運倉庫㈱が保証しているため、実質の保証額
は40％相当額の103百万円であります。

　

２．手形債権流動化に伴う買戻し義務額

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

957百万円 1,589百万円

　

３．※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 37百万円 77百万円

支払手形 1,799　〃 1,529　 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれん及び負ののれんを除く無形固定資産に係る償却費を

含む。)並びにのれん及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 2,782百万円 2,820百万円

のれん及び負ののれんの償却額 △10  〃 102　〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,799 9.0平成23年３月31日 平成23年６月30日

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,798 9.0平成24年３月31日 平成24年６月29日

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位:百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３物流事業 機工事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 53,99838,43392,431 4,713 97,145 ― 97,145

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,833 933 2,766 1,735 4,501△4,501 ―

計 55,83139,36695,197 6,448101,646△4,501 97,145

セグメント利益 1,118 3,576 4,694 220 4,915 49 4,965

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材賃貸、

土建・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２. セグメント利益の調整額49百万円は、未実現利益調整額であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位:百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３物流事業 機工事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 53,39541,40094,796 4,911 99,708 ― 99,708

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,297 1,056 2,353 1,937 4,290△4,290 ―

計 54,69242,45797,150 6,848103,999△4,290 99,708

セグメント利益 679 3,812 4,492 277 4,769 91 4,861

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材賃貸、

土建・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２. セグメント利益の調整額91百万円は、未実現利益調整額であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 8.96円 8.75円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 2,781 2,716

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,781 2,716

普通株式の期中平均株式数(千株) 310,425 310,386

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月８日

山九株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　柴　　田　　良　　智　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　上　　田　　知　　範　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山九
株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成24
年４月1日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山九株式会社及び連結子会社の平成24年６月
30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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